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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

（A. K）

表紙に寄せて

　コロナ禍以前は師走になるとクリスマ
スの飾りやイルミネーションなどで寒い
夜も気持ちは暖かくなったものです。
　今年は何とか今の状況を維持して、
忘年会が予定通り出来ることを祈るば
かりです。
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約束の合意と医事紛争予防のメルクマール

常務理事　永松 聖隆

　６月の定時代議員会において、理事選任頂き再度常務理事を拝命致しました永松です。今

期も伊藤会長の掲げる理念の基、職責を全うできるよう奮励努力致します。

　新型コロナウイルスの蔓延から、関連苦情の懸念がありました。発生当初は数件、それも

クレーマー的な事例は有りましたが、 会員の先生方の徹底した感染対策のご尽力により以降

「０」であります。しかし医療苦情･相談は前年度比で増加しております。診療契約は、ま

ず患者さんが歯科医師に十分な医療水準がある事を前提に診療の承諾をすることから始まり

ます。しかし、その約束の前提である医療水準に双方の錯誤があれば医事紛争が発生します。

その意味でも患者さんに錯誤を与えない研鑽義務の基の医療水準の確保が、紛争を回避また

は発生した紛争の免責に直結することを認識することが必要です。

　１症例の歯科治療においても歯科医師個々の歯学的知識と手技にさまざまな「あるべき医

療水準」に基づく注意義務が求められます。歯科医師、患者さん双方の合意が一致をするべく、

十分話合いをし、信頼関係を構築することが肝要です。また自己の治療行為の正当性を示す

ために診療録を中心とした書面を残すことが重要です。歯科医療において診療録は、医療行

為の真実性と適正を担保する最善のエビデンスとなります。その記載如何によって、有事の

際の歯科医師を守る盾にも、逆に信用を喪失させる矛にもなるのです。可能な限り漏れなく

記録をすることが重要です。“常に、一緒に病気と闘っている”という意識を共有し、当初

の約束から説明と承諾を繰り返し合意形成に努めるのが、医事紛争を回避するための唯一の

処方箋であり医療苦情予防のメルクマールであります。

　最近、雇用関係の相談（とくに解雇からのトラブル）が増加傾向にあります。スタッフの

解雇は、労働法規によって厳格に制限されています。労働者保護の労働法により、雇用主に

は重い負担が課せられています。十分意識しないまま解雇すれば、解雇の効力が否定された

ときに、非常に大きな負担を余儀なくされます。契約解消や時間外労働の対応によっては不

利益が生じることがあります。確実な雇用管理が必要とされています。県民の皆様に安心・

安全な歯科医療を提供するためには、まずは患者さん視点の歯科医療を基本に据えて、患者

さん自身が主治医となり疾病と向き合うことが必要不可欠である事の啓蒙と相互信頼関係が

医療の原点であります。「お・も・い・や・り」のある一日を過ごしましょう。これからも

会員の先生方のご支援、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い致します。
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九地連学会をオンラインにて無事に開催

― 第６回理事会 ―
　10月27日（水）午後７時より県歯会館にて
伊藤会長他五島理事を除く全役員、東学院長
出席のもと開催された。
１．開会：宮井副会長
２．挨拶：伊藤会長

　先日の九州歯科医学大会は、皆様大変お世
話になりました。会員並びにスタッフの皆様
にご協力頂くことで、歯科医師会としての気
持ちが一つにまとまっていくことを実感いた
しました。関係者の皆様にはこの場をお借り
して御礼申し上げます。さて、我々の会務執
行には、会員の協力が欠かせません。それに
より本会が一つになるということを常に念頭
に置きたいと思います。現在、理事の皆様に
は、今年度予算の執行状況を元に、来年度の
予算及び事業計画を考えていただいていま
す。未来に向けて進むには、やはり長期・中期・
短期的な視点が必要です。そして、会員の総
意を結集し、行政と渡り合いながら、しっか
りと会務を執行していくことが大切です。さ
らに、我々役員が執行部として、会員の皆様
から会務を任せていただいているという気持
ちが欠かせません。先日申し上げましたが、
過去の成功体験は、現在では通用しないかも
しれませんし、未来ではさらに通用しないか
もしれません。会務も同じことです。そして、
将来、歯科医師を目指す若い世代が増える歯
科界を築くという気概が必要です。是非、次
年度予算及び事業計画は、理事並びに委員会
において充分な検討をお願いいたします。

３．議長選出：伊藤会長
４．議事録署名人：増田・水上監事、
　　　　　　　　　伊藤会長
５．会務報告：（自：９月22日～至：10月25日）
　本会総務：理事会、常務理事会、大規模ワ

クチン接種、各郡市会長・専務
理事連絡会、九州歯科医学大会

　学　　術：各郡市学術担当者会、九州各県
学術担当者会

　社会保険：九州各県社保担当者会
　地域保健Ⅰ：生活歯援プログラム健診、

　　　　　　　九州各県地域保健担当者会
　地域保健Ⅱ：地域保健Ⅱ委員会、九州各県

地域保健担当者会
　広　　報：『熊歯会報』11月号の校正、九

州各県広報担当者会
　学校歯科：学校歯科委員会
　医療対策：九州各県歯科医療安全対策担当

者会、医療相談・苦情事例報告
　センター・スペシャルニーズ：センター

BLS研修会、障がい者歯科スキ
ルアップセミナー

　厚生・医療管理：九州各県医療管理担当者
会

　医療連携：天草中央総合病院と回復期連携
覚書取り交わし

　学　　院：学院教務委員会、学院体験入学、
学院入学試験委員会

　以上、各担当役員より報告がなされた。
６．報告事項：
　１．退会会員
　　◦故　師井 淳吾　会員（終身会員／熊

本市／閉院）令和３年10月19日　ご
逝去

　　◦故　中川 博公　会員（終身会員／菊
池郡市／中川歯科医院）令和３年10
月19日　ご逝去

　　◦江藤 崇文　会員（第３種／上益城郡
／江藤歯科医院）令和３年10月26日
　第２種会員入会

　２．熊本県学校保健会協力寄附金
　　　協力寄附金の状況を報告した。11月
の定期発送物で会員に通知する。
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　３．８月末がん及び回復期の医科歯科連携
事業

　４．９月末会計現況
　５．新入会員研修会
　　　２月５日（土）午後４時より開催する。
　６．令和３年度新型コロナ継続支援補助金
　　　コロナ継続支援補助金について、10
／ 18に会員へFAXで通知した。また11
月の定期発送物で再度通知する。

　７．その他
　　◦県口腔保健支援センター運営事業
　　　歯科保健推進の拠点となる口腔保健支

援センターが県健康づくり推進課内に
設置される事業を報告した。

　　◦感染拡大防止等支援事業費補助金（100
万円）に係る仕入控除税額報告書の提
出依頼

　　　　県より補助金申請者へ通知があった
報告書の提出について、11月の定期
発送物に説明文書を同封する。

７．連絡事項：
　１．令和３年11月行事予定
８．承認事項：
　１．新入会員の承認【承認】
　　　第１種会員１名、第２種会員１名の入
会を承認した。

　令和３年度入会状況（10月末累計）
第１種会員／８名　第２種会員／３名
第３種会員／２名　第４種会員／３医療機関
　２．後援名義の使用依頼
　　◦口腔外科ベーシックセミナー／熊本市

歯科医師会
　　　後援名義の使用許諾を承認した。
９．議題：
　１．関係機関・団体への会費等の納入【承認】
　　◦能楽殿改修及び社地整備 浄財／藤崎

八旛宮
　　◦免税募金／公益財団法人熊本県スポー

ツ協会
　　◦協賛金／寺原自動車学校
　　　会費等の納入を承認した。

第１種
氏　　名 医療機関名 住　　　所 出身大学

河
かわ

野
の

　克
よしあき

明 河野歯科医院 熊本市南区川尻6-9-109 福 岡 歯 科
大 学

　２．令和３年度熊本県委託事業に係る予算
【承認】

　　◦医科歯科病診連携発展事業（がん診療）
　　◦在宅歯科医療連携室機能強化事業
　　　県委託事業に係る予算案を承認した。
　３．講師派遣【承認】
　　◦在宅医療出前講座
　　　テーマ提供並びに講師派遣を承認した。
　４．事業企画書【承認】
　　◦介護保険の居宅療養管理をはじめよ

う！（町田理事）
　　　事業企画書案を承認した。
　　◦訪問歯科（医科歯科）連携システム熊

本モデル
　　　社保委員会と再検討して理事会で再協
議した後、各郡市会長専務理事連絡会議
等で協議して実施する。

　５．役員報酬等検討臨時委員会【承認】
　　　臨時委員会の設置及び委員候補者、ス
ケジュール案（令和５年４月施行）を承
認した。

　６．九州ブロック内での学術講演会の相互
配信【承認】

　　　開催県が配信可能な講演会だけに限定
する方針で実施を検討する。

　７．笑顔ヘルＣキャンペーンの店頭POP
【承認】

　　　花王製品に熊本県歯科医師会推奨品と
表示した店頭POPを承認した。

　８．熊本ヴォルターズからの提案【承認】
　　　ゲームパートナーについては、費用対
効果の面から否決された。

10．協議事項：
　１．令和３年度災害歯科保健医療体制研修
会

　　研修会の申込者を承認した。
11．監事講評：
　増田監事より「先日の九州歯科医学大会は
お疲れ様でした。初のオンライン開催であり、
一般の方にも分かりやすい内容で、印象に残
る大会になった。」、水上監事より「学会はお
疲れ様でした。東京会場より対応した役員は、
演者と仲良くなられたと思うが、今後も様々
な機会で人間関係を築いてほしい。」と述べ
られた。
12．閉会：椿副会長

（広報　神㟢 理子）

第２種
氏　　名 医療機関名 住　　　所 出身大学

江
え

藤
とう

　崇
たかふみ

文 江藤歯科医院 上益城郡御船町御船1029-1 九 州 歯 科
大 学
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国民医療とこれからの日本～人生100年時代の歯科界が果たすべき役割～

　10月23日（土）午後１時30分から標記学
会が開催された。新型コロナウイルス感染拡
大により１年延期された本県担当の大会だっ
たが今年は東京と県歯会館から市民公開講座
でオンライン開催となった。
　開会式では、熊本地震からの復興状況を記
録したオープニングビデオが上映され改めて
支援してくださった方々への感謝の意が伝え
られた。開会の辞の後、伊藤明彦大会会長に
よる式辞、大山茂九地連会長の挨拶が行われ、
蒲島郁夫熊本県知事とくまモン、大西一史熊
本市長の祝辞動画が配信されお祝いのメッ
セージが伝えられた。
　基調講演①は、堀憲郎日歯会長による「歯
科医療と口腔健康管理の過去・現在・未来」
という演題で一般市民の皆様にもわかりやす
く講演された。歯科界がこれまでに取り組ん
できたう蝕予防や8020運動の成果を踏まえ、
口腔の健康と全身の健康の関係から歯科医療
や口腔機能管理の充実が健康寿命の延伸に貢
献できていることを述べられた。そしてこれ
からの歯科界の20年後を見据えた歯科医療
と口腔健康管理の役割に向けての目指すべき
５つの課題を示された。
　基調講演②は菊谷武日本歯科大学教授によ
る「認知症と歯科～認知症になる前にするこ
と、認知症になったらすること～」という演
題で講演された。認知症になった人が抱える
歯科治療の問題点を挙げ、それにどう対応し

ていけば良いのかを解説された。歯科医院は
初期の認知症を発見する重要な医療機関であ
るとし、歯科受診を途絶えさせないことが重
要な事だと述べられた。
　特別講演はジャーナリストの櫻井よしこ氏
による「この国の行方―日本の在るべき姿―」
という演題にて講演された。冒頭ご自身の体
験談として、新潟中越地震時の避難所での口
腔清掃が感染症予防に十分効果があり、歯科
の重要性を実感したと語られ、全国の歯科医
療従事者に向けて労いと感謝の言葉が伝えら
れた。その後、現在の世界の中で日本が置か
れている状況などについて60分間熱く語ら
れた。
　全ての講演が終了後、閉会式にて次回開催
県である鹿児島県へペナントの授受を執り行
い、初のオンライン開催となった九州歯科医
学大会が終了した。

（理事　神㟢 理子）

祝辞を述べられる知事とくまモン

― 第73回九州歯科医学大会 ―
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骨太方針2021にオーラルフレイル

― 九州各県地域保健担当者会 ―

　10月２日（土）午後３時よりWebにて標記
会議が開催された。本県から松本副会長、長
野常務理事、町田理事、髙水間理事の４人が
出席した。
　まず開催県の原佐賀県歯専務理事の開会の
辞で始まり、門司佐賀県歯会長の挨拶と山本
日歯常務理事の挨拶があった。
　続いて山本日歯常務理事より日歯報告が行
われた。骨太の方針2021年にオーラルフレ
イルという文言が記載され、歯科口腔保健の
重要性がますます高まってくるであろうとい
うこと。今年は歯科疾患実態調査の年度であ
るが、コロナ禍にあり中止になったなどの報
告があった。

〈日歯報告〉
　・歯科口腔保健推進に関する意見交換会
　・「2040年を見据えた歯科ビジョン」への
具体的な取り組み

　・地域保健委員会における協議事項
　・産業歯科保健関係
　・保険者インセンティブ
　・全国がん共通医科歯科連携講習会
　・歯科口腔保健の推進に係る歯周病対策
ワーキンググループ

　・令和３年度介護報酬改定関係
　・災害歯科保健医療関係
　・第42回全国歯科保健大会
　その後協議に入り、コロナ禍でのフッ化物
洗口や訪問診療など、昨年同様コロナ関連の
協議がみられた。昨年に比べ協議題が増え、
活発な意見交換が行われた。

〈協議〉
　・日歯への質問・要望（５題）
　・各県事業計画及び予算
　・各県提出協議題
　【地域保健・産業保健関係】
　・医科歯科、他職種連携関連（３題）
　・健診事業関連（５題）
　・新型コロナウイルス関連（４題）
　・行政事情関連（１題）
　【要介護老人・障がい者担当】
　・医科歯科、他職種連携関連（２題）
　・新型コロナウイルス関連（３題）
　・障がい者（児）関連（４題）
　・行政事情関連（４題）
　・その他（３題）
　その後、次期開催県の福原鹿児島県歯副会
長の挨拶、江口佐賀歯常務理事の閉会の辞で
閉会となった。

（髙水間 奨）

域地 保健Ⅰ・Ⅱ

昨年よりも協議題が増えWebでも活発的な意見交換が行われた。
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　事前に協議題を提出しそれぞれに各県回答
し協議を行った。
　認知症、心身症等と思われる患者さんへの
対応など有益な情報が多く今後熊歯会報等で
発信し情報を共有していきたいと思う。その
後日歯への要望及び質問でヒヤリハットの収
集について、三代日歯常務理事より事例集作
成は可能でありHPでまとめていくと積極的
な回答を頂いた。
　統一フォーマットによる事例報告では、内
容の確認および補足説明を各県行った。
　今回この担当者会議に出席し、医療トラブ
ル事故の発生を防ぐためには、会員の先生方
の意識向上と、各歯科医院の全般的な対応能
力の更なる向上に頼るよりほかにないと再認
識した。医療対策委員会として有益な情報を
常に発信し、万が一トラブル事故が起きてし
まった場合は、当該の先生が一日も早く日常
に戻れるよう全力でサポートしていこうと気
持ちを新たにした。
　最後に次期開催県の塚本佐賀県歯総合対策
委員長より来年こそは、顔を合わせ懇親会ま
でしましょうと挨拶を頂き、司会の濱崎委員
長が多岐にわたる分野で会員と情報共有して
いきたいと締めくくり終了となった。

（町田 宗一郎）

熊歯会報 Ｈ.29.５
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日常のトラブルを最小限に食い止めるために

― 九州各県医療安全対策担当者会 ―

　10月９日（土）午後２時より県歯会館にお
いて標記会議が開催された。主催県は鹿児島
県であったがコロナ禍での開催のためWeb
出席となった。
　濱崎鹿児島県歯医療管理委員長の司会進行
のもと、長田鹿児島県歯副会長の開会宣言に
続き伊地知鹿児島県歯会長より挨拶があっ
た。「一旦トラブルになると大きなストレス
になるので、できる限り最小限に食い止める
事を念頭に、本日は会員のために十分な協議
をして頂きたい」と述べられた。次に三代日
歯常務理事が挨拶され「本日頂いた貴重な意
見を日歯に反映するために持ち帰りたい」と
述べられた。
　その後出席者確認後、座長に山下鹿児島県
歯理事が選出された。
　協議に先立ち三代日歯常務理事より日歯報
告があり、その後以下の協議に入った。
＜協議＞
　・各県歯科医療安全対策関係事業計画並び
に予算

　・各県提出協議題
　・日本歯科医師会への要望及び質問
　・統一フォーマットによる事例報告
　・その他
　特に協議では各県活発な意見が出された。
＜議題＞
　・神経障害の舌神経吻合術を希望される患
者さんにどのように対応しているか

　・認知症が疑われる患者へのインフォーム
ドコンセント

　・社会保険に関与する事例への対応
　・従業員の雇用リスク
　・院外で発生した補綴物の誤嚥の歯科医師
の責任

　・新型コロナウイルス感染症に関する苦情
などの対応に苦慮した事例

　・少子高齢化の中での高齢者クレーマーへ
の対応

　・医療相談の電話システム
　・医療トラブルとなった会員へのフォロー

県歯会館からWebでの参加

対策療医
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多数の協議題についてWebにて協議

― 九州各県学術担当者会 ―

　10月２日（土）午後２時より鹿児島県担当
にてWebにより標記会議が開催となった。
長田鹿児島県歯副会長より開会の挨拶から始
まり、伊地知鹿児島県歯会長、冨田日歯理事
の挨拶、出席者の紹介の後、座長に田中鹿児
島県歯理事、副座長に安楽宮崎県歯理事を選
出した。
　日歯からの報告を冨田日歯理事より日本歯
科医学学術大会、日本医学会総会の開催案内、
日歯生涯研修事業の取得状況、セミナー、ラ
イブラリーについて説明があった。
⑴　令和３年度各県学術関係事業計画並びに
予算について

⑵　各県提出議題について
　・研修会の実地状況
　・対面式で取り組んだ感染予防対策
　・対面式での参加定員の制限
　・オンライン形式で使用したシステム
　　 （Webex,Zoom）
　・オンライン形式での聴講確認方法
　・オンライン形式での日歯単位登録方法
　・対面、オンライン、ハイブリッド形式そ
れぞれのメリット、デメリット

　・オンデマンド配信への取り組み
　・コロナ終息後の展望
　・スポーツデンティストの育成および開催
後の活用

　・スポーツデンティストという制度が有効
に活用されるような各県で独自な対策

　・スポーツデンティストの試合帯同などの
各県の状況

　・各県で開催されている講演会、講習会に
おいて、ここ数年力を入れておられる分
野およびテーマ

　・会員のE-systemの利用率拡大への具体
的な取り組み方法と日歯生涯研修事業の
各会員の取得単位数の向上や認定医の獲
得を目指した具体的な取組

　・九州ブロック内での学術講演会の相互配
信

　　以上、15題について各県の回答並びに

討議が行われた。
⑶　日歯への質問・要望について
　・新型コロナウイルス感染症への歯科医療
　　 （福岡）
　・今後のE-systemの利用活用（佐賀）
　・院内感染対策に関する研修会のコンテン
ツ（長崎）

　・施設基準に関わる研修（大分）
　・歯科衛生士の人材確保（大分）
　・歯科技工士不足（熊本）
　・歯科医療人材不足と歯科医療費の関係
　　 （大分）
　・Webを活用できない先生方への対応
　　 （熊本）
　・スポーツデンティストという制度が有効
に活用されるような対策（宮崎）

　・8020推進財団発行の冊子タイトル「お
口は万病の元」（沖縄）

　・ZoomアプリIDの配布（沖縄）
　・日歯生涯研修セミナーの全国配信（鹿児
島）

　・Webexのアカウント（鹿児島）
　以上、13題の質問・要望に対し冨田日歯
理事より丁寧な回答がなされた。
　例年より協議議題が多かったがスムーズな
司会進行等により予定通り午後５時に終了と
なった。３時間にわたって行われた本会議は、
次期開催県の安楽宮崎県歯理事の挨拶、栄鹿
児島県歯専務理事の閉会の言葉で終了した。

（内野 玲）

学術

県歯会館からWebにて馬場理事が意見交換
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1人でも多くの会員がE-systemを

― 各郡市学術担当者会 ―

　10月２日（土）午後５時半より県歯会館に
て、６年ぶりの標記会が開催された。内野委
員長の司会進行のもと、議事に先立ち、椿副
会長より開会の辞、また、伊藤会長より開会
の挨拶の後、馬場理事を座長に報告・協議へ
入った。

【報告について】
１．九州各県担当者会報告（内野委員長）
　　九州各県で行われる講演会を、どの県か
らでも受講出来るようなシステムを構築し
ていくとの説明があった。

２．事業計画案および実施事業報告（豊田委
員）

　＜事業計画案＞
　　1　学術研修会推進事業
　　2　生涯研修事業への対応、会員支援
　　3　適切な歯科医学情報の収集および提供
　　4　新しい安心・安全歯科医療推進制度

の推進
　　5　他委員会との合同研修会の開催
　　6　各郡市歯科医師会、スタディグルー

プ、九州各県歯科医師会との学術連携
推進

　　7　スポーツ歯科・睡眠歯科医学の推進
及び啓発

　＜実施済事業＞
　　５月16日　サンメディカル共催　学術講

演会
　　８月22日　日本歯科麻酔学会共催　バイ
　　　　　　　タルサインセミナー
　＜今後の予定＞
　　11月７日　日本補綴歯科学会共催生涯学

習公開セミナー
　　２月６日　熊本県歯科医学大会
３．各郡市単位取得状況（南川委員）
　　資料に基づく通常研修、特別研修の県全
体の状況と各郡市の現状が説明された。馬
場理事からは県の達成状況について補足説
明があった。

４．九州歯科医学大会（井上委員）
　　10月23日（土）午後１時30分から午後
４時45分まで開催する旨の告知ののち、

牛島専務理事よりテレビCM、パンフ等の
説明、申し込み状況の報告などの補足説明
があった。

【各郡市担当者会提出議題について】
　・施設基準研修会で使用するスライドの
バージョンアップ（熊本市）

　・令和２年度に学術講演会を実施された他
郡市歯会の実施方法（玉名市）

　・Webツール（Zoomなどのプラットフォー
ムやリモート機器）の使用状況（荒尾市）

　・コロナ禍での他郡市の学術講演会の実施
状況と実施形態（菊池郡市）

　・スタッフの慢性的不足における学術面か
らの方策（菊池郡市）

　・磁性アタッチメント〈フィジオマグネット〉
　　 （上益城郡）
　・各郡市で今後行う研修会等について（天
草郡市）

【県歯・日歯への質問・要望について】
　・E-systemの内容の充実（玉名郡市）
　・現在、新型コロナウイルス感染症に係る
診療報酬上の臨時的な取扱い、E-system 
での研修受講の要望（菊池郡市）

　・今後、日常の生活に戻ってもWeb研修
は継続するのか（水俣・芦北郡市）

【その他】
　・今後のコロナの状況による郡市の学術講
演会の開催の判断方法（大坂山鹿市歯会
理事）

　・例会での勉強会での研修認定について
　　 （田中人吉市歯会理事）
　その後、実際にPCを使ったE-systemの簡
単な説明が馬場理事より行われ、牛島専務理
事の閉会の挨拶の後に、閉会となった。
　コロナ禍でのオンライン研修やE-system
を活用した施設基準の認定は現時点では特別
な緊急措置であり、今後の継続には、１人で
も多くの会員の先生方がこのE-systemを用
いていただくことがまず大切です。郡市の学
術担当理事または、県の学術委員に疑問や不
明な点はお尋ねください。

（南川 剛寛）

学術
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 ・次期診療報酬改定に向けた主な検討スケ
ジュール（案）
 ・骨太の方針2021
 ・「骨太の方針2021」に対する日歯の改定基
本方針
 ・日歯の令和２年度改定基本方針
 ・日歯の令和４年度診療報酬改定基本方針
 ・新規歯科医療技術の保険収載
 ・医療機器の保険適用（磁性アタッチメント：
フィジオマグネット）
 ・磁性アタッチメントの期中導入（R３年９
月１日）
 ・医療機器の保険適用（レボシス-J）
 ・歯科用貴金属改定の背景並びに中医協での
議論の経緯と結果
 ・近年における金銀パラジウム合金（金パラ）
素材価格と公定価格の推移
 ・今後の見通し①金パラを今後も使用する場
合
 ・今後の見通し②金パラを今後使用しない方
向とする場合
 ・新型コロナウイルス感染症に係る歯科の電
話等診療
 ・日歯E-systemを活用した臨時的な施設基
準に係る研修受講
 ・日歯E-system改修による研修受講後の修

熊歯会報 Ｈ.29.５
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令和２年度診療報酬改定の評価と令和４年度
診療報酬改定に向けての検討課題について

― 九州各県社会保険担当者会 ―

　10月９日（土）午後２時より標記会議が県
歯会館にてWebで開催された。本会からは、
椿副会長、舩津・野田理事、桐野委員長、清
水・橋本・園田副委員長が出務した。福岡県
歯が担当県を務め、吉武福岡県歯理事の開会
の辞、津田福岡県歯副会長、林日歯常務理事
の挨拶、出席者紹介に引き続き、座長に吉武
福岡県歯理事、副座長に野田熊本県歯理事を
選出した。
　林日歯常務理事の日歯報告では、以下の報
告がなされた。
 ・全世代対応型の社会保障制度を構築するた
めの健康保険法等の一部を改正する法律案
の概要

 ・2021年度薬価改定について（2021年薬価
改定に係る論点）

 ・オンライン診療
 ・オンライン資格確認に係る医療機関・薬局
における対応状況

 ・オンライン資格確認等システムの今後の拡
大方針

 ・歯科の診療行為別にみた１日当たりの点数
の構成割合

 ・歯冠修復に関しては１日当たりの点数に比
べ算定回数が減少

 ・金属歯冠修復の経年変化
 ・診療報酬改定の概要

令和４年度　診療報酬改定概要

保険会社

金パラ今後の見通し
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了証自動発行
 ・新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬
上の臨時的な取扱いについて（６歳未満
乳幼児外来診療加算の令和３年10月より
の変更、及び令和３年10月よりの給付金、
新型コロナ歯科治療加算）

 ・院内感染対策費に関する調査結果
 ・令和２年度概算医療費の分析
 ・令和３年度における指導監査
 ・審査支払機能の在り方に関する検討会、審
査結果の不合理な差異の解消に向けた工程
表

＜協議＞
 ・令和３年度九州各県社保関係事業計画並び
に予算
 ・各県提出議題について（23題）
 ・日歯への要望及び質問について（23題）
 ・その他
　以上の項目について活発な協議がなされた。
　勝野福岡県歯理事の閉会の辞で会議は終了
した。今回の会議で得られた知識を、今後の
社保委員会の活動に役立て、会員の先生方の
お役に立てるよう会務に励んでまいりたいと
思っております。

（桐野 美孝）

熊歯会報Ｈ.31.４

37

― ―

報 告

　10月８日（金）伊藤会長と牛島専務理事が県庁に蒲島県知事を訪問した。当日は第73回九州歯
科医学大会オープニングビデオメッセージの収録をお願いし、ビデオ収録前に知事に懇談のお時
間をいただき、伊藤会長から、災害やコロナ禍での口腔ケアの重要性、また口腔の健康と全身疾
患の関係性などについて改めて伝えた。知事からは、災害時の歯科関係者の協力、コロナ禍での
歯科診療の継続、さらに、歯科医師によるワクチン接種への感謝を述べられるとともに、「静岡
県が茶で長寿をスローガンにされているので、熊本は、歯で健康長寿をスローガンにしましょう。」
と歯科への力強い応援の言葉をいただいた。懇談のあとは、くまモンも交えた知事のビデオメッ
セージ収録も無事終了し、くまモンは本会事務局職員手作りの歯磨きセットが気に入ったようで
した。

（事務局）

歯で健康長寿をスローガンに

くまモンサイズの歯磨きセット

会談後に牛島専務理事、くまモン、蒲島県知事、伊藤会長で撮影

― 県庁訪問（第３回） ―
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コロナ禍でのWeb会議を開催

― 九州各県広報担当者会 ―

　10月16日（土）午後２時より、長崎県が主
催となり九州各県の歯科医師会館において
Ｗebでの標記会議が開催された。本県から
は、松本副会長と神㟢理事、髙㟢副委員長の
３人の参加となった。
　中村長崎県歯理事の開会の辞に始まり、渋
谷長崎県歯会長と小山日歯常務理事の挨拶が
あり、その後座長に中村長崎県歯理事、副座
長に梅村沖縄県歯理事が選出された。
　小山日歯常務理事より日歯報告後、協議に
入った。協議内容は以下の通りである。
⑴　令和３年度各県広報関係事業計画及び予
算

⑵　各県提出協議題
　・情報伝達の将来的な環境整備について
　　 （佐賀）
　・会員向けHTMLメールの活用について
　　 （鹿児島）
　・FAXでの会員への情報発信について
　　 （長崎）
　・コロナ禍における機関誌の発行頻度につ
いて（大分）

　・代議員制を採用している県歯科医師会で、
会誌への代議員会報告掲載内容について

　　 （沖縄）
　・報道機関へのアプローチ方法について
　　 （熊本）
　・県歯HPへのアクセス（閲覧）数とアク
セス理由について（宮崎）

　・Web会議などで、背景として使用する
バックボードについて（宮崎）

　・委員会のWeb開催について（長崎）

⑶　日歯への質問・要望
 （質問）日歯のHPは十分内容も濃く、かつ
見やすく作成されているが、こども目線
でHPを訪れたときに、見やすく興味を
引くようなこども向けのページ作成等の
お考えはあるか。

 （回答）日歯HPでは様々な年代の訪問者に、
見やすく興味をもっていただけるように
リニューアルを図るべく広報委員会等で
検討を行っている。各ページの見やすさ
だけでなく、コンテンツの改善に向けて
対応を進めているところだ。テーマパー
ク8020にはイラストや図表を中心に今
までとは異なるテイストの、食育のペー
ジを設けた。また、こどもに見やすいよ
うに５分程度の啓発動画作成にも注力し
ており、動画内では平易な表現を用いる
よう努めている。こども向けに特化した
ページ等の作成も視野に入れつつ、引き
続き検討していきたい。

　終了後、次期開催県の梅村沖縄県歯理事に
よる挨拶があり、岩永長崎県歯常務理事の閉
会の辞で会議は終了した。

（髙㟢 真由美）

広報

県歯会館からWebにて意見交換
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天草郡市歯科医師会

歯牙の霊に感謝の誠を捧げる
― 第63回天草郡市歯会歯牙供養祭 ―

　10月16日（土）午後２時より天草市浄南町の
東光寺にて標記祭が会員多数の参加により厳か
に開催された。布井専務の開会の辞に続き、中
嶋会長の挨拶で感謝の念を読み上げた。
　引き続き住職の読経の下、会員一人一人が焼
香を行い、最後に住職のお話があり「何に対し
ても普段当たり前と思ってしまいがちなことも
有難いと感謝の念を持つことが大切である。」
と説かれた。例年歯牙供養祭は天草郡市歯科医
学大会と同日に行われていたが、今年の歯科
医学大会は講師を天草にお招きすることなく
Webによる別日の開催となった。
＜会長挨拶＞
　本日茲に、第63回天草郡市歯科医師会歯牙
供養祭を執り行うに当り、会員を代表して祭文
を奉上いたします。
　昭和33年より歯牙供養祭を行い始め、その
後、昭和44年、本渡南公園招魂所に「歯恩の碑」
を建立し、毎年、時の会員の先生方が、歯牙の
重要性、歯の働きの大切さを訴える為に、抜去
歯牙の供養を行ってまいりました。
　近年の研究で、動脈硬化、糖尿病、早産・低
体重児、誤嚥性肺炎などの全身疾患が歯周病と
関係していることがだんだん明らかになってき
ました。口の健康が全身の健康に影響すること
は確かであると考えられ、口腔ケアの必要性が
認識されるとともに医科歯科連携の重要性が増
してきています。
　現在、新型コロナウイルスが、世界中で蔓延
し多くの人を苦しめています。新型のため分か
らないことが多くあります。ただ、歯磨きなど
の口腔ケアはインフルエンザへの感染リスクを

改めて感謝の念を持つことの大切さを学んだ参加者たち

下げることが分かっています。また、歯周病を
放置し重症化してしまうと歯周病原細菌は様々
な分解酵素を持ち、それを口腔内にまき散らし、
ウイルス感染を進めてしまうことも分かってき
ました。新型コロナウイルス感染症に対しても
口腔ケアが大切だという証拠を研究者が探し出
すのも近い未来だと思います。
　昨今では歯に対する意識が高い方が増えてき
ましたが、予防や審美を目的に通う海外と比べ、
治療を目的に通う日本人の歯に対する意識はま
だまだ低いようです。
　我々歯科医療人は、地域住民の健康づくりや
歯科保健、歯科医療に対する「啓発」「理解」
を深めていくため更なる努力が必要です。
　今ここに、歯寿を全うして抜去された歯牙を
目の前にして、歯牙に対し感謝の念を捧げ、歯
科医業に真摯に取り組み、歯を愛する歯科医師
たらんと誓うものです。
　「歯牙に霊あらば安らかに眠られよ」
　会員一同、歯牙の霊に感謝の誠を捧げ供養の
祭文といたします。

（槌本 亮二郎）



熊歯会報

― 16 ―

Ｒ．３． 12

― 17 ―

郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

天草郡市歯科医師会

「あまくさ福祉まつり」に参加
― 笑顔ヘルＣキャンペーン ―

　10月10日（日）午前10時より標記イベント
に「歯科相談コーナー」を設置し参加した。例
年「笑顔ヘルＣキャンペーン天草地区」をこの
イベントに連携し開催してきたが、コロナ禍に
より昨年は中止となった。今年度は感染防止を
徹底し開催されることとなり、介護、福祉関係
団体と協賛で「介護における口腔管理」、「在宅
歯科診療」、「歯科と全身との関係」等の相談を
受けた。特に「在宅診療」に関しての相談が多 相談ブースでは多数の相談があった

く、 診療手続き等について詳細に説明を行っ
た。口腔の健康が全身の健康に密接に関与して
いることは常識であり、特にコロナ禍での口腔
管理の重要性を啓発できたイベントとなった。
　今回、来場者への歯科サンプル配布物は、県
歯より提供された歯ブラシ等を利用させて頂き
ました。この場をお借りしてお礼申し上げます。

（小田 哲也）
天草地域から多数の来場者

お詫びと訂正

※熊歯会報11月号「人吉市歯科医師会の報告」Ｐ９に掲載された会長名に誤りがありまし
た。訂正してお詫び申し上げます。

（誤）中原会長 ⇒（正）齋藤会長
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歯と口の健康講座

8020運動と健康寿命
理事　髙水間 奨

目指そう8020 ！
　 「8020運動」聞かれたことがあるかと思います。これは、1989（平成元）年より厚生省（当時）
と日本歯科医師会が推進している「80歳になっても20本以上自分の歯を保とう」という運動です。
20本以上の歯があれば、食生活にほぼ満足することができると言われています。そのため「生涯、
自分の歯で食べる楽しみを味わえるように」との願いを込めてこの運動が始まりました。楽しく
充実した食生活を送り続けるためには、妊産婦を含めて生まれてから亡くなるまでの全てのライ
フステージで健康な歯を保つことが大切です。
　そして「8020運動」がスタートして30年以上経ち、スタート時は80歳で20本以上自分の歯を
保っている人の割合は７％程度でしたが、2016（平成28）年に発表された歯科疾患実態調査の
結果により、50％を超えたことが明らかになりました。これにはいくつかの要因があると考えら
れます。歯科医師が患者の歯を残す努力を続けたことに加えて、国民の歯の健康に対する意識も
高まりました。
　さて、皆さんはお口の中に歯が何本あります
か。何でも問題なくかめていますか。
　 （図１）にあるように「何でもかんで食べる
ことができる人」は、年齢とともに減少してい
ます。同じように、「20歯以上を持つ人」の割
合も減少しています。このグラフからもわかる
ように、20歯以上の歯があると、かむことに
困る事がほとんどないのです。

伸ばそう健康寿命！
　 「健康寿命」という言葉を聞いた事があるでしょうか。WHOが提唱した新しい指標で、平均
寿命から寝たきりや認知症などの介護状態の期間を差し引いた期間、生まれてから自立して元気
に生活できる期間のことをいいます。
　2016年の健康寿命は男性が72.14歳、女性が74.79歳。平均寿命（男性80.98歳、女性87.14歳）
との差は、男性で約９年、女性で約12年あり
ました。この期間は寝たきりなどで生活の質の
低下を招くことが多く、医療費や介護費もかか
ります。平均寿命の延びを健康寿命の延びが上
回れば、この期間を短くすることができます。
　歯が健康で残っている歯数が多いほど年間医
科医療費が少ないという調査結果があります。
残っている歯数が０－４本の人は、20本以上あ
る人に比べ、年間医科医療費が19万円高いと
いう結果がでました。（図２）
　また、自分の歯が多く保たれている人は、寿
命が長いだけでなく、健康寿命が長く、要介護でいる期間が短いという結果が出ました。（図３）
　これらのことから、歯の健康を保つことが、医療費の削減、健康寿命の延伸と要介護でいる期
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間の短縮に寄与する可能性があります。
　愛知県知多半島の65歳以上の住民を３～４
年間追跡した研究において、歯が多く残ってい
る人や、歯が少なくても義歯等を入れている人
では、歯が少ない人また義歯を入れていない人
と比較して、年齢、治療中の病気や生活習慣な
どの影響を取り除いても、その後に認知症発症
や転倒する危険性が低いということがわかっ
てきています。
　 （図４）は、歯の状態や入れ歯の使用状態と
認知症になっている人の割合を示しています。
これによると歯を失い入れ歯を使用していない
場合、歯が20歯以上残っている人や歯がほとん
どなくても入れ歯によりかみ合わせが回復して
いる人と比較して、認知症の発症リスクが最大
1.85倍になるということを示しています。また、

（図５）では、歯が19歯以下で入れ歯を使用し
ていない人は、20歯以上保有している人と比較
し、転倒するリスクが2.5倍になることが示さ
れています。
　兵庫県香美町の報告では、2011（平成23）年に80歳全員の調査をしており、8020を達成して
いる80歳の方が1992（平成4）年からの20年間で約３倍になっていたそうです。このような80
歳の方々において、自家用車に乗っている割合や携帯電話を保有している割合は8020達成者の
方が高いという結果も出されています。つまり元気な高齢者でいるには、できるだけ自分の歯を
保有することが秘訣となりそうです。しかし万が一歯を失ってもしっかり入れ歯を使えば、あら
ゆる機能は維持されます。
　以上のように、歯の多い人ほど、またはすでに自分の歯を喪失しても入れ歯等で口腔機能を回
復できている高齢者は認知症になりにくく、転倒も少ないという疫学結果がわかってきています。
歯が多く残っていることや、すでに喪失していても入れ歯等で口腔機能を維持することは要介護
になりやすい疾患を予防し、健康寿命を延伸する可能性があると思われます。

歯科健診を受けよう！
　日本歯科医師会は2018（平成30）年、歯科医療に関する意識調査を行いました。その中で過
去の歯の健診や治療に対する後悔について質問しました。
　 「これまでの人生を振り返って、もっと早くから、歯の健診や治療をしておけばよかったと
思いますか」という設問に対して、「そう思う」が41.5％、「ややそう思う」が34.2％で合わせて
75％以上、およそ４人に３人が「そう思う」と回答しました。
　女性は男性より後悔している傾向が強く、 20代以上で「そう思う」人（そう思う+ややそう思
う）は70％を超え、なかでも40 ～ 60代は80％を超えました。一方、男性は40代以上で70％を
超えています。40代以降になると男女を問わず多くの人が、もっと若いころから歯の健康を意
識していればよかったと思うようです。
　私たちの生命活動は、言うまでもなく食べることによって支えられています。食べるために無
くてはならない器官が“歯”。ところが、歯の寿命は、長くなった平均寿命に追いついていません。
　では、歯を失う原因は何でしょう？それは、むし歯と歯周病です。むし歯が29.2％、歯周病が
37.1％と、２つ合わせて66.3％と全体のほぼ2/3をしめています。（図６）



― 18 ―

熊歯会報

― 19 ―

Ｒ．３． 12

　むし歯と歯周病は、自然治癒しません。早期
発見、早期治療、そして予防が大切です。歯み
がきをしていても、落としきれない歯の汚れな
どによって、むし歯や歯周病になるリスクが高
まります。また気づかないうちに歯に問題が発
生しているかもしれません。それらを早期に対
処するために、かかりつけ歯科医師をもち、定
期的に歯科健診を受けましょう。
　コロナ禍にあり、歯科受診を控えられている
方もいらっしゃるかと思います。しかし、お口
の中に炎症（歯周病）があると、ウイルスが体
の中に入りやすくなります。
　歯科は、コロナ禍以前から感染症対策を行っ
ておりますし、コロナ禍において更に対策を強
化して診療しておりますので、安心して歯科受
診してください。（熊歯会報6月号の「コロナ禍における歯科受診と感染対策」参照）。

健康長寿は“歯”から！
　人生100年時代といわれるようになりました。お口の健康は全身の健康に繋がります。普段の
セルフケアと定期的な歯科健診で「8020」を目指し、健康寿命を伸ばし豊かな生活を送っていた
だきたいと願っております。
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　益城町の矢毛石康男会員よりバトンをうけ
とりました、益城町で開業しております内野
玲と申します。矢毛石先生とは同級生で同じ
郡歯会でもお世話になっており断れず執筆さ
せていただく事になりました。
　私は現在45歳、すでに早くも？医院経営・
診療に疲れ、いかに残りの「人生を楽しむ
か！」これが最近のもっとも重要視している
ことです。私には幸い約10歳年上の目標と
し尊敬する先生がおり、その先生にいつも
10年先の自分を照らし合わせながら今のうち
にすべきことを導いてもらっています。（幸
せなことです）
　その結果、40代後半までに自分の楽しいと
思うもの（趣味）を見つけてそれに取り組ん
で煮詰めていくことが必要なのでは？という
答えになりました。仕事も家庭もひと段落し
て、そろそろ自分の人生を楽しむか！となっ
てから探しても意外と本気の趣味を見つけよ
うとすると難しいような……？
　今の趣味は魚釣りと運動（自転車・バドミ
ントン・ジム）です。魚釣りは、初めは釣る
ことが楽しく、そのうち食べるまでが楽しみ
になりました（魚料理が苦手でしたが）最近
は自分で料理？捌く練習をはじめています。奥
が深いです！まず切れる包丁が欲しくなりま
す。料理を盛るお皿が欲しくなります。美味
しいと言ってもらえるヒトが欲しくなります。
　運動は健康のためにやっているというよ
り、本気で遊ぶための体力維持・向上！のた
めです。気持ちは若いつもりで動くので故障
しっぱなしですが……。本気で遊ぶには体力
は絶対必要です。子供（娘２人、中３・小
５）たちにもまだ色々負けたくないです！子
供と一緒に釣りも運動もやっています（無理
やり？）。最近は時々しか付き合ってもらえ
なくなりましたが、なんとか物で釣って一緒
について来てもらっています。（笑）
　自転車は通勤や近場の出事で乗っています。

通勤は往復20キロくらいです。年間3500キ
ロくらい乗っています。いい汗かけます！お
勧めのスポーツです。
　バドミントンは学生のときにしていたので
その延長で社会人クラブに所属して週２～３
回ほど汗を流しています。できれば50歳で
大きな大会（全日本シニア）への参加を目標
に行っています。
　釣りとバドミントンがない日はジムです。
こんな生活がいつまでできるか分かりません
が今後も全力で遊び倒したいと思います！人
生一度きりです（笑）。
　次回の先生は癒しのトークと甘いマスクで
セデーションをかけていると噂があり・黒い
馬にのっているらしい・天草の先生にお繋ぎ
したいと思います。どなたかは乞うご期待！

リレー投稿
○60

　　人生をいかに楽しむか

上益城郡　内野玲歯科　内野 玲　

まだまだ子どもたちには負けない！
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天草の魅力

天草郡市　中嶋歯科医院　有永 小百合

　天草で父と主人と一緒に仕事をしておりま
す。私は、中学より熊本市内の学校に進学し、
高校、大学と研修期間まで13年地元を離れ
て過ごしました。大学は福岡でしたので友達
と楽しい学生生活を送り、卒業後研修を経て
天草へ帰る事に対し嬉しさと若干の寂しさを
感じていました。天草へ帰って休日を過ごす
のに、映画館は１館、ボウリング場も１ヶ所、
ショッピングモールもイオンが１軒、イベン
ト事も福岡程なく、夏祭りのハイヤ踊りぐら
いしか思い浮かびませんでした。
　現在、天草に帰り10年が経ち、子供も生
まれ、もうすぐ３歳になります。今改めて地
元天草の素晴らしさを感じております。
　大きな商業施設や大規模な遊園地等はあり
ませんが、子供を自然に親しませながら安全
に遊ばせることのできる公園も多く空気もき
れいで、休日にそのような場所で子供と過ご
す時間は私にとってもストレス解消の時間と
なっています。
　今はこのような現状ですので、いつものよ
うに行われてはいませんが、天草では毎年大
陶器市が開催されています。また、天草西海
岸一帯は陶磁器の原料として広く利用される
天草陶石の産地として知られており、春と秋
には天草西海岸窯元めぐりが開催され、いつ
も熊本県内外からお客さんが来られ、賑わい
をみせています。
　また、古民家をリノベーションした心休ま
るカフェ、「小豆カフェ」があります。それ
は、田んぼの中にぽつんと立つ一軒のカフェ
で、熊本市内から車で２時間、天草の中心部
からでも20分という立地条件にもかかわら

ず、週末は入れ替わり立ち替わりお客さんが
来ています。
　その他、上天草市には海辺の元鮮魚店を改
装したドーナツとコーヒーがメインのカフェ
「麻こころ茶屋」があります。実際このよう
な所に？と思うような建物の扉を開けると素
敵な店内に驚きます。ランチメニューもあり
落ち着いた雰囲気で食事ができ、ついつい長
居してしまう所です。残念ながら現在はテイ
クアウトのみの営業のようです。
　それともう一軒、山の上に石窯ピザのカ
フェTres.03（トレスドットゼロサン）があ
ります。ここにたどり着くには、入口のわか
りにくい山道で、道幅が狭く離合が困難な急
な坂道を登っていく必要があります。ただ、
その先にはシンプルでオシャレなカフェ&
ゲストハウスが迎えてくれ、絶好な景色の中
いただく絶品のピザがありそれに加えて、こ
れまた絶品のスイーツが待っています。
　まだまだ、天草には素敵なお店がいっぱい
あります。地元天草に帰り10年、昔は感じ
ていなかった天草の素晴らしさ、過ごしやす
さを痛感しております。ここではわずかなお
店しか紹介できませんでしたが先生方もドラ
イブがてらに是非天草にお越しいただき天草
の魅力を感じていただければと思います。

熊歯乙女の
ひとりごと⑫

麻こころ茶屋

　小豆カフェ 　Tres.03
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河
（カワノ　ヨシアキ）

野　克明

熊本市南区川尻6-9-109

河野歯科医院

①コロナ感染拡大状況
　口腔衛生状態とコロナ予防効果
②全身の健康に寄与できる第一歩
③スポーツ歯科外来
　睡眠歯科外来
④口腔衛生と全身健康との関わりを発信して

いく

江
（エトウ　タカフミ）

藤　崇文

上益城郡御船町御船1029-1

江藤歯科医院

①週末子供と何をして遊ぶか
②患者さんが本当に希望する治療を提供でき

ること
③特にありません
④皆様を見倣ってがんばります
　よろしくお願い致します

①今もっとも関心のあることを教えてください。 
②自分が希望する歯科診療とはどのようなものだとお考えですか。 
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください。 
④今後の抱負は何ですか。 

第１種会員 第２種会員

熊本県健康づくり県民会議表彰が伊東歯科口腔病院を表彰

　11月18日（木）熊本県健康づくり県民会議表彰が行われ、熊本市の伊東歯科口腔病院
などが表彰されました。
　これは、効果的な健康づくり活動に自主的に取り組んでいる企業や団体を表彰するも
ので、今年度は２次検診の受診率向上への取り組みなどが評価された10団体が選ばれま
した。

熊歯会報Ｈ.31.４

37

― ―

報 告
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会 務 報 告 自　令和３年９月22日
至　令和３年10月25日

所管 日付 摘要 出務者

総　　務

９月22日

第５回理事会
【承認事項】
 （１）新入会員（２）関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
 （３）後援名義の使用依頼
【議　　題】
 （１）事業企画書（２）歯科衛生士の局所麻酔（３）「いい歯の日」熊日広告への掲載　ほか

伊藤会長他（五島理事を除く）全役
員

スマイルコンテスト打合せ
 （１）各大学との連携

伊藤会長、牛島専務理事、石井・髙
水間理事

25日

【Web】第24回日本歯科医学会学術大会日歯シンポジウム２ 牛島専務理事

【Web】第１回各郡市会長・専務理事連絡会議（県歯会館、各所）
 （１）日歯、連盟、一般会務、各委員会関係報告（２）協議（３）事前質問

伊藤会長他常務理事以上、工藤・馬
場・野田理事他、各郡市歯会会長・
専務理事

26日 大規模ワクチン接種（グランメッセ熊本） 長野常務理事、工藤理事
30日 くまもと経済取材（診療所） 馬場理事

10月３日 大規模ワクチン接種（グランメッセ熊本） 牛島専務理事、三森理事、椿理事
４日 「人生100年くまもとコンソーシアム」事業報告会（ホテル熊本テルサ） 牛島専務理事

６日

【Web】支払基金支部運営委員会（診療所） 伊藤会長
ユース行政書士法人との打合せ
令和２年７月豪雨なりわい再建補助金 牛島専務理事、宇治常務理事

第６回常務理事会
 （１）新入会員の承認（２）後援名義の使用依頼
 （３）関係機関・団体への会費等の納入　ほか

伊藤会長他常務理事以上全役員

７日 【Web】熊本県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会保健福祉推進部会（診療所） 椿副会長

８日
九州歯科医学大会知事挨拶収録（県庁） 伊藤会長、牛島専務理事、岡㟢事務

局長他２人

第１回災害時歯科医療供給体制検討会 松本副会長、牛島専務理事、永松・
宇治常務理事、椿・石井理事

９日 WEB会議機器接続職員説明会事前テスト 宇治常務理事

11日 第２回県医療審議会（県庁） 伊藤会長
労務打合せ 牛島専務理事、宇治常務理事

12日 第73回九州歯科医学大会打合せ
KKTイノベートとの打合せ 牛島専務理事

13日 月次監査
　９月末会計現況監査 増田・水上監事

14日 【Web】歯周病プロジェクト講演会打合せ（各診療所） 椿副会長、馬場・野田理事
15日 Web会議機器接続職員説明会 宇治常務理事
17日 【Web】社会歯科学会秋期研修会inしずおか（診療所） 牛島専務理事

19日

第７回常務理事会
 （１）関係機関・団体への会費等の納入（２）令和３年度熊本県委託事業に係る予算
 （３）令和３年度災害歯科保健医療体制研修会　ほか

伊藤会長他常務理事以上全役員

【Web】くま歯キャラバン隊（上益城郡）（診療所）
 （１）点数アップの為の保険診療ポイント（２）点数改定対策研修受講者：17人 野田理事

22日
第73回九州歯科医学大会リハーサル

【会館】伊藤会長、宮井副会長、 永松・
長野・宇治常務理事　【東京】牛島
専務理事

【Web】九地連役員会（県歯科会館・東京）
【Webex】第73回九州歯科医学大会の運営

【会館】伊藤会長　【東京】松本副会
長、牛島専務理事

23日 【Web】第73回九州歯科医学大会

【会館】伊藤会長、宮井・椿副会長、
永松・長野・宇治常務理事、神㟢・
五島以外の理事、増田・水上監事　
【東京】松本副会長、牛島専務理事、
神㟢理事

学　　術

10月２日

【Web】九州各県学術担当者会
 （１）令和３年度各県学術関係事業計画並びに予算（２）各県提出協議題
 （３）日本歯科医師会への要望及び質問

馬場理事、内野委員長

各郡市学術担当者会
 （１）学術関連報告（２）各郡市提出協議題について（３）Ｅシステムの説明

伊藤会長、椿副会長、牛島専務理事、
馬場理事、内野委員長他４委員

６日 【Web】第２回日歯学術委員会（診療所） 馬場理事

23日
学術委員会
 （１）日本補綴歯科学会共催生涯学習公開セミナー（２）歯周病対策プロジェクト講演会
 （３）熊本県歯科医学大会　ほか

馬場理事、内野委員長他全委員

社会保険

９月25日

社会保険個別相談会
　相談者：１人

舩津理事、園田副委員長、清藤・中川・
上田委員

【Web】社会保険委員会（県歯科会館、各診療所）
 （１）会員向け発行物（２）指導立会者、個別相談対応（３）九州各県担当者会　ほか

椿副会長、舩津・野田理事、桐野委
員長他全委員

10月７日 社会保険個別相談会（八代市）　相談者：１人 清藤・上田委員
８日 【Web】社会保険指導者研修会（各診療所） 椿副会長、舩津・野田理事

９日

【Web】九州各県社保担当者会事前打合せ
　担当県：福岡県歯会 野田理事

【Web】九州各県社保担当者会
　担当県：福岡県歯会

椿副会長、舩津・野田理事、桐野委
員長、清水・橋本・園田副委員長
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所管 日付 摘要 出務者

社会保険 12日 社会保険個別相談会（八代市）
　相談者：１人 清藤・上田委員

14日 保険個別指導（熊本第二合同庁舎） 井口・中川委員

地域保健Ⅰ

９月24日 生活歯援プログラム健診（みらいとしま保育園）
　受診者：11人 歯科衛生士２人

29日 熊本労働局健康安全課・課長補佐との面談（診療所） 髙水間理事
30日 令和３年度熊本県歯科保健推進会議ワーキング部会 松本副会長、牛島専務理事

10月２日 【Web】九州各県地域保健担当者会　担当県：佐賀県歯会 松本副会長、長野常務理事、町田理
事、髙水間理事

12日 県健康づくり県民会議幹事会（県庁） 宮井副会長

地域保健Ⅱ

９月25日 在宅歯科医療研修会打合せ
 （１）在宅歯科医療研修会日程及び内容

松本副会長、長野常務理事、町田理
事、赤尾委員長、志方委員

29日
【Web】地域保健Ⅱ委員会
 （１）在宅歯科医療Web研修会打合せ（２）ブレイクアウトルームシミュレーション
 （３）各担当者報告

松本副会長、長野常務理事、町田理
事、赤尾委員長他全委員

10月２日 【Web】九州各県地域保健担当者会　担当県：佐賀県歯会 松本副会長、長野常務理事、町田理
事、髙水間理事

13日 在宅歯科医療研修会打合せ（県歯会館、診療所）
 （１）在宅歯科医療研修会打合せ（２）リハーサルについて（３）今後の準備

松本副会長、長野常務理事、町田理
事、赤尾委員長（Web）、伊藤委員、
川野委員、志方委員

18日 【Web】モデル地域と打合せ（各診療所）
【zoom】（１）モデル地域問題点・対策まとめ（２）モデル地域研修会の計画

長野常務理事、町田理事、赤尾委員
長、古田委員、山鹿市歯科医師会宮
坂会長、同赤星理事

19日
後期高齢者歯科口腔健診データ分析会議
 （１）被保険者の状況分析について（２）分析依頼について
 （３）骨折とのかかわりについて　ほか

赤尾委員長、菅鉢副委員長、郷原先
生、弘中先生

広　　報

10月12日
広報委員会
 （１）熊歯会報11月号　第１校目校正（２）令和４年度事業計画・予算
 （３）九州各県広報担当者会打合せ

【会館】神㟢理事、髙㟢副委員長他
３委員【Web】秋山委員長、松枝委
員

16日 【Web】九州各県広報担当者会
【Webex】担当県：長崎県歯

松本副会長、神㟢理事、髙㟢副委員
長

21日 広報委員会
 （１）熊歯会報11月号　第２校目校正 神㟢理事、秋山委員長他全委員

23日 九州歯科医学大会　取材 秋山委員長、松枝委員

学校歯科 10月13日
学校歯科委員会
 （１）学院との連携事業（２）日学歯基礎・更新研修
 （３）日学歯啓発チラシの進捗状況　ほか

宮井副会長、石井理事、髙田委員長
他全委員

21日 【Web】第85回全国学校歯科保健研究大会（診療所） 石井理事

医療対策

９月28日 医療相談 永松常務理事、椿理事、松原良太委
員

10月４日 医療相談 永松常務理事、椿理事
９日 【Web】九州各県歯科医療安全対策担当者会（鹿児島県）　担当県：鹿児島県歯会 永松常務理事、椿理事、町田委員長

15日 医療対策委員会
 （１）事例報告検討（２）令和３年度九州各県医療安全対策担当者会報告（２）理事報告 永松常務理事、椿理事他全委員

センター・
スペシャル
ニーズ

９月23日 センターBLS研修会　講師：田上俊英先生、柏原真理先生、吉武博美先生、神戸浩先生

28日
第３回障がい者歯科スキルアップセミナー（口腔保健センター）
　講師：石井里加子歯科衛生士
　受講者：15人

29日 センター会計打合せ 椿センター長他２人

30日
【Web】センター・スペシャルニーズ委員会
 （１）障がい者歯科スキルアップセミナー（２）セデーション準備
 （３）センターへの紹介状フォーマット作成（４）予算

【Web】椿副会長、我那覇委員長他
全員、石井歯科衛生士

10月４日 障がい者歯科県市行政・歯科医師会連絡会議
 （１）口腔保健センターの状況 （２）意見交換（３）今後の方向性

伊藤会長、牛島専務理事、椿センター
長、高松熊本市歯会専務理事他１人

12日 第４回障がい者歯科スキルアップセミナー（口腔保健センター）
　講師：石井里加子歯科衛生士

20日 宮崎歯科福祉センター見学（宮崎市） 藏本歯科医師他３人

厚生・医療
管理

10月２日 八代健康診断（八代市医師会健診検査センター）
７日 菊池郡市健康診断（菊池郡市医師会立病院）
８日 菊池郡市健康診断（菊池郡市医師会立病院）

９日 八代健康診断（八代市医師会健診検査センター）
荒尾市健康診断（働く女性の家）

14日
菊池郡市健康診断（菊池郡市医師会立病院）
【Web】厚生・医療管理小委員会（各診療所）
 （１）医療管理講演会（２）歯科衛生士リカバリー事業（３）医療管理だより　ほか

宮井副会長、工藤理事、牧委員長、
宮本副委員長、渡邊委員

15日 菊池郡市健康診断（菊池郡市医師会立病院）
16日 【Web】九州各県医療管理担当者会　担当県：沖縄県歯 宮井理事、工藤理事、牧委員長
22日 球磨郡健康診断（あさぎり町免田保健センター）

医療連携

９月27日
天草中央総合病院と回復期連携覚書取り交わし（天草中央総合病院） 伊藤会長、松本副会長、三森理事、

天草郡市中嶋会長
回復期病診連携登録歯科医について打合せ（布井歯科医院）
 （１）天草圏域医療・介護・福祉サービスガイドマップより名簿を抜粋（２）アンケート方法

伊藤会長、松本副会長、三森理事、
布井天草郡市歯科医師会専務理事

30日 山鹿温泉リハビリテーション病院へ回復期連携の働きかけ
 　（山鹿温泉リハビリテーション病院） 三森理事

10月６日 【Web】第１回県がん診療連携協議会（診療所） 三森理事
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所管 日付 摘要 出務者

医療連携

10月６日 【Web】熊本県脳卒中医療推進検討会議 松本副会長

７日 東病院へ回復期連携の働きかけ（東病院） 三森理事
鶴田病院への回復期連携の働きかけ（鶴田病院） 三森理事

11日 【Web】熊本県医療・健康・福祉連携学会第１回企画委員会（診療所） 松本副会長

学　　院

９月22日 第５回理事会 東学院長

27日 学院役職委員会 東学院長、秋山・弘中副学院長、正
清教務部長

28日 第４回学院教務委員会 東学院長、秋山・弘中副学院長、正
清教務部長他全教務委員

10月５日 第１回学院入学試験委員会
伊藤会長、東学院長、宮井・椿・松
本副会長、牛島専務理事、秋山・弘
中副学院長、正清教務部長

７日 学院体験入学（夜間Ⅱ）
　参加者：５人 秋山副学院長

16日 学院推薦・社会人一次入学試験
　受験者：50人（指定校推薦：25人、高校推薦：24人、社会人一次：１人）

東学院長、宮井・松本副会長、秋山・
弘中副学院長、正清教務部長

20日 第２回学院入学試験委員会
伊藤会長、東学院長、宮井・椿・松
本副会長、牛島専務理事、秋山・弘
中副学院長、正清教務部長

23日 学院推薦入学・社会人一次試験合格者発表
　合格者：49人

国保組合 10月８日 【Web】社会保険指導者研修会 上野副理事長

事務局の年末年始休業

　　　仕事納め：令和３年12月28日（火）午後５時・業務終了
　　　年末・年始休業期間：令和３年12月29日（水）

～令和４年１月３日（月）
　　　仕事始め：令和４年１月４日（火）午前８時30分・業務開始



事業課からのご案内

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「3000万円」の
保障が無診査で加入OK

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元

其の
1

其の
２

（2021年の還元率 48％）

★この保険は新型コロナウイルスの感染時に災害入院・災害死亡で保障されます



ご記入いただいた個人情報の取得者は、株式会社バッファロー・IT・ソリューションズになります。ご記入いただいた個人情報は株式会社バッファロー・IT・ソリューションズのプライバシーポリシー
（ https://buffalo-its.jp/privacy/ ）記載の目的の他、株式会社バッファロー・IT・ソリューションズ及びその業務委託先における商品の営業活動、お問い合わせに対する回答、商品の受発注のために利用いたします。

一般的なHEPAフィルター※では除去できないウイルスの6分の1
0.0146㎛の微細粒子まで除去できるプロフェッショナルモデル

いまなら 231,000円（税込）

輸入元通常販売価格 140,800円(税込)
今なら106,000円(税込)

AirdogX5s 大好評発売中

※全国の20代~50代の男女(医療従事者)1042名への空気清浄機
10商品を対象にしたサイト比較イメージ調査 提供元:ゼネラルリサーチ

※AirdogX8Proの検査結果
検査機関：Guangdong Detection Center of Microbiology
※定期的な清掃は必要です。

No.118443

空気の汚れが一目でわかる
AQI・CO2モニター搭載
※AirdogX8proの場合

TPAフィルター搭載で
ウイルスを99.9％除去

医療従事者が選ぶ空気清浄機
NO.1

※価格は予告なく変更することがございます。
WEB注文はこちらから▷
https://bits-ec.com/login.php

通常販売価格︓275,000円（税込）

熊本県歯科医師会 会員の皆様へ

※価格は予告なく変更することがございます。

※JIS規格定義︓定格風量で粒径が0.3 µmの粒子に対して99.97％以上の粒子捕集率

※QRコードから「AirdogX8pro」をご注文の場合は、特別価格適応のため下記電話番号までご連絡をお願いします。

申込者様名
（ご担当者様名）

申込者様
ご住所

〒

ご連絡先 （ ）

機種 □ Airdog X8pro □ Airdog X5s

ご要望 □ 資料送付 □ 購入（ 台） □ その他（ ）

お問い合わせはこちら

TEL/ 050-5491-2303 FAX/ 06-6398-5772
※「熊本県歯科医師会の会報誌を見た」とお伝えください。

42畳（65㎡）に対応
ご自宅・会議室などに最適な

コンパクトモデル

Airdogのココがすごい！

139畳（214㎡）の広範囲
に対応する大容量モデル
※AirdogX8proの場合

AirdogX8Pro

全国8,000カ所以上の医療施設に導入※

医療現場で採用される
世界最強レベルの空気清浄機です。

目詰まりが起きないため
フィルター性能の低下が少なく、

フィルター交換が不要※で経済的です。

左右独立式のプレフィルターを２枚搭載。
広いオフィスや店舗でも
139畳（214 ㎡）の空間を

30分で浄化することが出来ます。

空気の汚れ具合を示すAQIモニター、
二酸化炭素濃度を示すCO2モニターを搭載。

お部屋の空気の状態を色と数値で
分かりやすく表示します。

Airdogお問合せ窓口 平日9：00~17：45

本体サイズ：76㎝(高)×38㎝(奥)×38㎝(幅)
適応床面積：214㎡

本体サイズ：65㎝(高)×31.6㎝(奥)×30.6㎝(幅)
適応床面積：65㎡
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安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

メジャーリーグの大谷選手がMVPを獲得し、将棋の藤井棋士が四冠となり

ました。彼らに共通するのは、勝っても奢らず偉ぶらず、少年のような探求

心と向上心を持って自分の道を進んでゆくその姿勢にあると思います。若い

のに素晴らしいですね。一方の自分はといえば…（汗）　彼らをちょっとは

見習ってもう少しまともな大人になりたいものです。
（G.H）

主な行事予定 1 January

4日（火）

5日（水）

22日（土）

26日（水）

28日（金）

事務局仕事始め

第12回常務理事会

第２回各郡市会長・専務理事連絡会議

第９回理事会

学院戴帽式

編 集 の つ ぶ や き


